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グリーフキャンプを終えて 
グリーフキャンプ組織委員会 委員長（公益社団法人日本キャンプ協会 会長）  星野 敏男

はじめに
2011年3月の震災から5年が経ちました。公益社団法人日本キャンプ協会、公益財団法人日本YMCA同盟、
社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団の三団体は、平成24年度（2012年度）から共同で、東日本大震災で被
害を受けた子どもたち、特に震災でご両親を失った子どもたちを対象にグリーフキャンプを実施してまいりま
した。このキャンプは、朝日新聞厚生文化事業団に震災後寄せられました寄付金を用いて行われ、東日本大震
災で大切な人を失った子どもたちがその喪失を現実に起こったこととして受け止め、それを受け入れることが
できるようになるプロセスに、キャンプの立場で寄り添うことを目的として実施されてきました。2012年の3
月から5年間、合計6回のキャンプを実施しました。三団体共同で行ってまいりました本キャンプ事業は、平
成27年度（2015年度）をもって終了とさせていただき、今後は、各団体それぞれの立場からグリーフキャン
プに携わることとさせていただきました。
これまでの5年間、本事業に関わって来られました数多くの関係者の皆さまには、この場をお借りいたし
まして、篤く御礼を申し上げます。今回の報告書は、先に出されました報告書（「グリーフキャンプ報告書／
2013年6月 公益社団法人日本キャンプ協会」）に続く報告書でございます。

グリーフキャンプのあり方をめぐって
先述しましたように、日本キャンプ協会、日本YMCA同盟、朝日新聞厚生文化事業団では、三団体共同で、
平成24年度から、東日本大震災で被害を受けた子どもたち、特に震災でご両親を失った子どもたちを対象に
グリーフキャンプを実施してきました。いずれのキャンプも朝日新聞厚生文化事業団に震災後寄せられました
寄付金を用いて実施されてきました。グリーフキャンプ実施に至る経緯やその考え方、初年度と次年度の3回
のグリーフキャンプ（1回目は2012年3月、日本を離れた海外の台湾で実施。2回目は2012年9月、静岡の朝
霧高原で実施。3回目は2013年3月、瀬戸内海の余島で実施）の詳細については、既に別紙報告書「グリーフ
キャンプ報告書／ 2013年6月 公益社団法人日本キャンプ協会」において、報告がなされました。
日本国内でのグリーフキャンプに関しましては、過去の実践例の報告や研究事例は殆ど見当たりませんでし
たので、最初のグリーフキャンプの実施にあたりましては、グリーフサポートで著名な西田正弘氏など、グリー
フケアの専門家や臨床心理の専門家の助言等を仰ぎながら、言わば手探りの状態で進め、参加する子どもたち
にとって、可能な限り安心で安全な楽しいキャンプの場を提供することを心がけて過去3回のグリーフキャン
プを進めてまいりました。
そこで、4回目のグリーフキャンプを実施するにあたり、グリーフキャンプ組織委員会の元に新たにグリー
フキャンプ実行委員会を組織し、過去3回のキャンプ実践を踏まえつつ、今後このグリーフキャンプを三団体
関係者はもとより、より多くのキャンプ関係者に広めていくためには、どのようなことを考えていかなければ
ならないかについても委員会としてご議論いただきました。メンバーは三団体関係者で構成し、そこに臨床心
理の専門家にも加わっていただきました。また、4回目の実践からは、日本キャンプ協会グループが指定管理
者として運営する朝霧野外活動センター周辺で行うこととし、朝霧野外活動センターのプログラムディレク
ターで、キャンプを用いた臨床心理の専門家でもあります太田正義氏にグリーフキャンプのディレクターをご
担当いただくこととしました。太田氏には、臨床心理のご専門の立場、キャンプ指導者の立場、双方の立場か
ら今後グリーフキャンプを普及させていく上での課題等について実践の中でご検討いただきました。
また、西田氏をはじめ、グリーフケア専門家の人たちにも、その都度キャンプスタッフとして加わっていた

だきキャンプの中でアドバイスをいただきました。
この実行委員会の討議では、特に、今後、日本国内において、グリーフケアを専門としないキャンプ関係者
が、独自にグリーフキャンプを実践するためには、どのようなことがポイントとなるか、今後グリーフキャン
プをキャンプ関係団体として普及させていくためには、どのような点を注意すべきか、等について、ご議論い
ただきました。この4回目から6回目までのグリーフキャンプ実践と実行委員会内でのご討議から、グリーフ
キャンプに関わる貴重な実践記録や資料、今後の実践への貴重な示唆や可能性を得ることができました。

キャンプの枠組みとしての「グリーフタイム」の取り扱い
4回目以降のキャンプディレクターを依頼した太田氏は、臨床心理をご専門とし、日常業務として被虐待児
やクリニック通院児などを対象にキャンプを通した治療も行っているキャンプの実践家でもあります。キャン
プの指導者、研究者としても多くの実践、研究を積んで来られた方で、太田氏からは「可能であれば、グリー
フタイムは入れずに、生活場面で出てくる感情の揺れなどは受け止める体制を作る方向でキャンプを検討して
みたい」というご提言をいただきました。過去のキャンプ実践では、3回のうち2回のキャンプ中に、いわゆ
る「グリーフタイム（両親を失ったことによる悲嘆を自由に表現できる場の設定）」の時間をおおよそ一日に
1時間ほど設け、この時間内でグリーフケアの専門家による対応を行っていただいておりました。
この提言をいただきまして、実行委員会では、キャンプ関係者がグリーフキャンプを実践する場合、その運
営方法として、いわゆる「グリーフタイム」を入れるべきかどうかという議論から、「子どもたちの感情の表
出をどう受け止めるか」、「キャンプとしてそれを受け止める体制をどう作ることができるか」等についても委
員会の中でご議論いただきました。
個々の詳しい討議内容はここでは省きますが、実行委員会での話し合いとキャンプ実践を進める中で私たち
が確認しましたことは、「キャンプそれ自体が大いにグリーフケアの機能を有している」こと「グリーフケア
専門家や臨床心理の専門家と共同でキャンプ行うことができれば、より望ましいグリーフキャンプの展開が可
能である」ということでした。また、キャンプ中にグリーフタイムの枠を設けるか否かについては、「グリー
フケアの専門家がキャンプに関わっている場合には、そのような検討も可能である」こと、但し、「ケアの専
門家が関わっておらず、感情表出を受け止める体制もできていない状態で、キャンププログラムの1つとして、
グリーフタイムの枠を設けることは、避けるべきである」こと、要は「子どもたちの感情表出を受け止める、
安全で安心な受け入れ体制があるかどうかが大きなポイントとなる」ことなどがわかってきました。そのよ
うな議論や検討の結果、4回目のキャンプではキャンプ中にグリーフタイムを設けて行い、5回目以降からは、
グリーフケアの専門家に一緒にキャンプに加わっていただきつつ、敢えてグリーフタイムという枠は設けずに、
キャンプ活動全般の中で子どもたちのグリーフ対応を心がける、要望に応じて対応するという形でキャンプを
進めていただきました。

全6回のグリーフキャンプをふりかえりますと、キャンプの回数を重ねる毎に、出会う子どもたちの個々の
成長とたくましさがより一層感じられた5年間でした。三団体共同でのキャンプは今回で終了となりますが、
ご参加いただきました子どもたちとの関わりは今後も続けていきたいと考えております。
この間、専門家としてご相談やご意見をいただきました西田氏、高井氏をはじめとしたグリーフケア・臨床
心理の専門の皆さま、実行委員会で貴重なご意見をいただきました委員会メンバーの皆さま、また、4回目以
降ディレクターとしてキャンプを運営いただきました太田氏ならびに指導スタッフの皆さま、そして、各回の
打ち合わせや下見、実践記録の作成など、グリーフキャンプ運営全般を担当されました日本キャンプ協会事務
局の担当者にこの場をお借りしまして、心より感謝の意を述べたいと思います。ありがとうございました。
本報告書が、今後のグリーフキャンプに携わる関係者の一助となれば、組織委員会・実行委員会の私たちと
しても望外の喜びでございます。
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降ディレクターとしてキャンプを運営いただきました太田氏ならびに指導スタッフの皆さま、そして、各回の
打ち合わせや下見、実践記録の作成など、グリーフキャンプ運営全般を担当されました日本キャンプ協会事務
局の担当者にこの場をお借りしまして、心より感謝の意を述べたいと思います。ありがとうございました。
本報告書が、今後のグリーフキャンプに携わる関係者の一助となれば、組織委員会・実行委員会の私たちと
しても望外の喜びでございます。

グリーフキャンプ報告書│2014.4.1─2016.3.31
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キャンプの記録

これまでは毎回、異なる場所でキャンプを実施
してきましたが、4回目からは静岡県富士宮市の
朝霧高原をホームグラウンドとして実施することに
なりました。
3回目のキャンプから丸1年経った2014年春、
以降は半年ごとにキャンプを実施しました。その
記録をまとめます。
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4回目のキャンプは、富士山YMCAグローバル・
エコ・ヴィレッジで行いました。静岡県の朝霧高原、
富士山がすそ野まで見渡せる高台にある施設です。
1年ぶりのキャンプに参加してくれたのは16名の子
どもたち。うちリピーターは15名。たくさんの子
どもたちがまたキャンプに来たいと思ってくれて、
参加してくれたことは嬉しいことです。

過去3回と比べると生活体験が多めの、キャンプ
らしいキャンプになりました。大きく変わったこと
は、朝と夜のご飯を自分たちで作ること＝炊事が毎
食になったことです。最初こそ「えー！」と言って
いた子どもたちも、初日は3グループにわかれて豚・
牛・鶏それぞれのカレー作り、2日目は味噌・しょ
うゆ・塩味の鍋作りと、回数を重ねるごとに手際よ
く、率先して取り組むようになりました。もちろん
片付けも自分たちです。食器や鍋を洗って、拭いて、
片付けて…。小学校5年生に比べると4年生は、片
付けに対してやる気の出ない子が多かったですが、
声をかけて役割を与えるとしっかりと働いてくれま
した。これまでキャンプで毎食炊事をすることはな
かったので正直心配していましたが、こちらで想像
していたよりスムーズに炊事が出来たのは大きな収
穫でした。また炊事を通して、遊びだけでは見えな
い個々の性格も垣間見え、より子どもたちを知る機
会にもなりました。
活動として炊事の時間は増えましたが、4日間で
はほかにも活動を行いました。ウッドクラフト、紙
ヒコーキづくり、ミサンガづくりから選ぶクラフト

活動、アイススケートの体験、「白糸の滝・観光地
めぐり」と「溶岩洞穴探検」の2コースに分かれた
富士山探検ハイキングなど。活動の前にはどんなこ
とをするのかを予告して、子どもたちがどの活動に
参加したいか考えてもらう時間を与えました。あれ

S K Y  C A M P  あさぎり

2014
春

日　程◉2014年3月29日～ 4月1日（3泊4日）
場　所◉富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ（静岡県富士宮市）
参加者◉小学校4年生から高校1年生までの男女16人
協　力◉富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ、静岡県立朝霧野外活動センター

ぴったり入れちゃった！

スケジュール

 

日
目

朝のつどい
朝食（食堂）
記念写真撮影
思い出アルバム作り
おわりの会
施設出発
移動（バス・新幹線）
解散

日
目

 

日
目

朝のつどい
朝食作り
ハイキング
（昼食）
夕食作り（BBQ）
スケート
夜のつどい

日
目

 

日
目

朝のつどい
朝食作り
選択プログラム
（昼食）
おはなしの時間
夕食作り（鍋）
夜のつどい

日
目

 

日
目

集合
移動（新幹線・バス）
施設到着
はじめの会
施設見学
夕食作り（カレー）
夜のつどい

キャンプの記録

料理は私たちに任せて！
……あれ？ 切り方どうするんだっけ？

富士山YMCAさん、ありがとうございました！

グリーフキャンプ報告書│ ─
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キャンプの
記録 S K Y  C A M P  あさぎり　2014春

もいいな、これもいいな、○○ちゃんはどっちだろ
う……悩む姿も嬉しそうだったことが印象に残って
います。
このキャンプではあえてグループを設定せず、活
動では子どもたちが自ら選び、炊事ではこちらが設
定したり、毎回違うメンバーでグループを組みまし
た。仲良しの子と同じグループになれず拗ねる子、
活動で男女混合グループになることに反対する子も
いましたが、活動を自分で選べたり、その時々に話
したい相手、遊びたい相手を選べる自由さはよかっ
たと思います。キャビンを囲む大草原、裾野まで見
渡せる広大な富士山、広い浴室など施設の解放感も
また、自由さを感じてもらえる要素だったのではな
いかと思います。おかげで3泊4日と短い期間でし
たが、キャンプ中はたくさんの笑顔がこぼれていま
した。

これまでのキャンプと違うと思ったことは、子ど
もたちが自分について語ることが増えたということ
です。移動する新幹線の中で、また炊事やハイキン
グをしながら、何気なく子どもたちは今の自分のこ
と、家族のことを話してくれます。震災から3年が
経ち、少しずつ今の自分の状況を理解できるように
なったからなのか、ここが話せる場所だと思っても
らえているからなのか、スタッフとの関係性が作れ
てきたからなのか……。どんな理由かはわかりませ
んが、対象が限られた場としての安心感も、より話
しやすい雰囲気を作っていたように感じています。
子どもたちが安心して自分の気持ちを表現できる場
所・人がいることはとても大切だとあらためて感じ
ました。
私たちはこのキャンプを通して、子どもたちに元
気になってもらいたいと思っています。しかし、実
際に私たちに出来ることは、子どもたちが自分たち
でグリーフを整理していけるよう「見守っていくこ
と」、「また来たいと思えるキャンプという場所を無
くさないようにすること」、それだけなのかもしれ
ません。そんな思いも感じるキャンプとなりました。 みんな一緒にスケート体験！！ ゆっくり～落ち着いて～

白糸の滝　ちょっと疲れちゃったかな……汗

最高のハイキング日和♪

S K Y  C A M P  あさぎり

2014
秋

日　程◉2014年9月13日～ 9月15日（2泊3日）
場　所◉静岡県立朝霧野外活動センター
参加者◉小学校5年生から中学校3年生までの男女7名
協　力◉静岡県立朝霧野外活動センター

僕のベッドはワールドサイズ！

キャンプの記録

グリーフキャンプ報告書│ ─
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キャンプの
記録

5回目のキャンプは、4回目のキャンプ場の近く、
静岡県の朝霧高原にある静岡県立朝霧野外活動セン
ターで行いました。高原ということもあって標高が
少し高く、近くには牧場も多い緑に囲まれた施設で
す。学校が始まった9月の3連休ということもあり、
参加してくれたのは7名と少なかったですが、キャ
ンプ場でのテント泊、毎食炊事をメインに、ゆった
りとした時間を過ごしました。

日程は2泊3日ですが、東北からの移動を考える
とキャンプ場で過ごす時間はわずかに1日半。とて
も短いものです。1日目は道の駅までの往復8キロ
ほどの散策をし、2日目は宝永山火口ハイキングに
出かけました。もちろん今回も毎食、自分たちで食
事作りをしました。前回の参加者がほとんどであっ
たため、2回目となった食事作りは子どもたちが積
極的に薪割り、火起こし、食材切りを手伝ってくれ
ました。苦手なことは得意としている子へお願いし、
スタッフが声をかけずとも自然に役割分担が出来て
いる姿を見て、子どもは半年で成長することを実感
させてくれます。
宿泊はテントです。2回目のキャンプに参加した
子たちは経験がありますが、それ以外の子たちは初
めてのテント泊です。初めての体験は誰でもワクワ
クするもので、テント泊が初めてで楽しみにしてい
た女の子たちは、テントという限られた空間でこそ
こそとお話をして、楽しい時間を過ごせたようです。
一方、男の子たちは2日ともビバークをしました。
中学生のお兄ちゃんがビバークすると言い出し、寝

る場所付近で起きる怖い話を聞かされた小学生の2
人組はテント泊にしたいのと、お兄ちゃんと一緒に
寝たいのとで葛藤しギリギリまで迷っていました
が、最終的にはお兄ちゃんと一緒に寝る方を選びま
した。初日の夜は、外で寝るという初めての体験に

スケジュール

 

日
目

朝のつどい
朝食（食堂）
寄せ書きカード作り
おわりの会
施設出発
移動（バス・新幹線）
解散

日
目

 

日
目

朝のつどい
朝食作り
宝永山ハイキング
（昼食）
夕食作り（BBQ）
夜のつどい

日
目

 

日
目

集合
移動（新幹線・バス）
施設到着
はじめの会
道の駅まで散策
夕食作り（カレー）
夜のつどい

宝永山 登山！ 疲れたけど、楽しかった！

ソフトクリームあげ～る！

S K Y  C A M P  あさぎり　2014秋

恐る恐る寝袋を持って出でいった小学生たちでした
が、スタッフも一緒になってたき火を囲みながら、
沸かしたお湯で温かい飲み物を飲む「藤岡弘、ごっ
こ」をして、初めてのビバークも楽しい体験になっ
たようです。
最終日の3日目は、お土産として寄せ書きカード
を作りました。書かれたメッセージを読んで嬉しそ
うな顔をしているのが印象的でした。

今回は全員リピーターでしたので、集合した時か
ら慣れた様子でした。すでに関係が出来ているので、
散策やハイキング、食事作りではいろんな話で盛り
上がります。学校でのこと、今はまっていることや
ゲームのこと、それらに混ざって家や家族のことも。
話をたくさんしてくれるのは、しっかりと聴くこと
が出来るスタッフがいたことや、何度か一緒にキャ
ンプをしてきたことでスタッフが聴くことに慣れて
余裕が出てきたことも理由にあるのかもしれない、
と思うようになりました。周りの反応にとても敏感
な子どもたちです。スタッフが自然にとる“受け止
めの姿勢”が、子どもたちの中に安心感をもたらし
ているのかもしれません。

このキャンプに来る子どもたちは、スキンシップ
を求め、かまってほしいという思いの強い子が多く
います。今回は参加者が少なかったので、その部分
では一人ひとりに対して十分に対応することが出来
たと思います。甘えなどの感情も遠慮なく出してい
る子どもたちの姿を見ると、たとえ人数が少なくて
も楽しみにしている子どもたちのためにキャンプを
続ける意味があると感じました。とはいえ、子ども
同士の関わりの中で学ぶことも多くありますから、
次回はより多くの参加者が来てくれるような方法を
考えなければいけない、とも思います。
そして、今後このキャンプを継続していきたいと
いう思いだけでは継続できないことも事実です。朝
日新聞厚生文化事業団による寄付によって無料で招
待できなくなる日も近づいています。子どもたちの

成長や、子どもたちの心の支えの一部を担っている
と感じるからこそ、キャンプは継続したいと思って
います。今後、どうやったら継続していけるのかを
考えていかなければいけないと強く感じるキャンプ
となりました。
お別れの時は、子どもたちはいつも寂しそうな表
情を見せます。聞いてもはっきり答えが返ってくる
ことは少ないので、その理由はほとんど分かりませ
ん。けれど、「キャンプが楽しいから帰りたくない！」
といつも話をしてくれますから、私たちはその言葉
を信じて、次のキャンプも楽しいものにしなければ
いけないと思っています。

新幹線で東北まで！ ビュビュッと帰るぜ！

藤岡 弘、ごっこ☆

グリーフキャンプ報告書│ ─
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話をたくさんしてくれるのは、しっかりと聴くこと
が出来るスタッフがいたことや、何度か一緒にキャ
ンプをしてきたことでスタッフが聴くことに慣れて
余裕が出てきたことも理由にあるのかもしれない、
と思うようになりました。周りの反応にとても敏感
な子どもたちです。スタッフが自然にとる“受け止
めの姿勢”が、子どもたちの中に安心感をもたらし
ているのかもしれません。

このキャンプに来る子どもたちは、スキンシップ
を求め、かまってほしいという思いの強い子が多く
います。今回は参加者が少なかったので、その部分
では一人ひとりに対して十分に対応することが出来
たと思います。甘えなどの感情も遠慮なく出してい
る子どもたちの姿を見ると、たとえ人数が少なくて
も楽しみにしている子どもたちのためにキャンプを
続ける意味があると感じました。とはいえ、子ども
同士の関わりの中で学ぶことも多くありますから、
次回はより多くの参加者が来てくれるような方法を
考えなければいけない、とも思います。
そして、今後このキャンプを継続していきたいと
いう思いだけでは継続できないことも事実です。朝
日新聞厚生文化事業団による寄付によって無料で招
待できなくなる日も近づいています。子どもたちの

成長や、子どもたちの心の支えの一部を担っている
と感じるからこそ、キャンプは継続したいと思って
います。今後、どうやったら継続していけるのかを
考えていかなければいけないと強く感じるキャンプ
となりました。
お別れの時は、子どもたちはいつも寂しそうな表
情を見せます。聞いてもはっきり答えが返ってくる
ことは少ないので、その理由はほとんど分かりませ
ん。けれど、「キャンプが楽しいから帰りたくない！」
といつも話をしてくれますから、私たちはその言葉
を信じて、次のキャンプも楽しいものにしなければ
いけないと思っています。

新幹線で東北まで！ ビュビュッと帰るぜ！

藤岡 弘、ごっこ☆

グリーフキャンプ報告書│2014.4.1─2016.3.31
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6回目のキャンプもいつもと同じく静岡県立朝霧
野外活動センターにて行いました。今回参加してく
れたのは13名。いつものようにリピーターが多数
でしたが、今回は初めて参加する子も2人いました。
2人は兄弟でしたが、お兄ちゃんの方は、同じ境遇
にいる子たちと話がしてみたいという思いを持っ
て、今回参加してくれました。

初日は移動距離が長いため、へとへとになりなが
らキャンプ場まで向かいます。しかし、到着してす
ぐの散策活動では移動の疲れを物ともしない元気な
様子の子ども達。富士山を横目に牧場の牛たちのモ
ノマネをしながら陽気に散策をしていました。移動
中は思うように動けませんから、そこからの解放感
もあったかもしれません。
4日間のキャンプでは、ハイキング、選択プログ
ラム、夜のプログラム（朝霧野外活動センター特有
のアイススケート・プラネタリウム）といった活動
をメインに、寝袋でのテント泊を基本として実施し
ました。明け方はまだ寒い時期でしたが、1日だけ
は外で寝ること（ビバーク）にも全員がチャレンジ
しました。4回目のキャンプからは、食事はほぼ自
炊というところが特徴です。1日3食全て自分たち
の手で作っていきます。キャンプも6回目になるの
で、慣れているリピーターを中心に、炊事も活動も
スムーズに進みました。

3日目の夜、初めて参加した男の子の希望もあり、
男の子キャンパー 4人と男性スタッフ、臨床心理士

の8人で、グリーフのことを話す時間を持ちました。
キャンプディレクターがファシリテートし、途中
キャンパー同士で質疑応答も交えながら震災当時の
話やその出来事との向き合い方などについて話をし
ました。中2のMくん（震災当時小5）は、今抱え

S K Y  C A M P  あさぎり

2015
春

日　程◉2015年3月28日～ 3月31日（3泊4日）
場　所◉静岡県立朝霧野外活動センター
参加者◉小学校2年生から中学校3年生までの男女13名
協　力◉静岡県立朝霧野外活動センター

こんにちは～赤ちゃん♪
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キャンプの記録

気分はジャニーズ！ 嵐が撮影した場所なんだって！

も～も～ガールズ☆

グリーフキャンプ報告書│ ─
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キャンプの
記録 S K Y  C A M P  あさぎり　2015春

ているもやもやを吐き出すかのようにたくさん話を
してくれました。それを聴きながら一緒に参加して
いた弟も涙を流し、言葉にできない思いを表出させ
ていました。印象に残ったのは、Mくんから他の
キャンパーへ「どう乗り越えたのか」と質問された
ときの、中3のKくんの答えでした。「乗り越えは
していないけれど、話すことが大事。友人は同じ境
遇ではないかもしれないが、話せば聞いてくれるし
分かってくれる。あと他県から来た心理士さんに話
を聴いてもらえたのは楽になれた」。これを聞いた
Mくんがそのあと何を考えたのかはわかりません。
キャンプ生活を通して子ども一人ひとりを見てきた
ディレクターがファシリテートし、臨床心理士がそ

の全体を見守る形で実施したから出来た会話だった
ように思います。まじめなお話のあと雰囲気は一転。
男の子たちは寝床で恋愛トークをして盛り上がり、
その日はなかなか寝付けない夜となりました。

震災から4年が過ぎ、子ども達の環境、年齢が変
わっていく中で、その出来事との向き合い方も変化
していきます。大人はその時どう関わっていけばよ
いのでしょうか。何度も参加してくれるリピーター
を見ればグリーフキャンプをおこなう意味はもちろ
んありますが、時間の経過とともにキャンプの在り
方も変わっていくものなのかもしれません。

富士山バックに はいチーズ！ キャンプ最高！

ちょっぴり冷たいけど気持ちいい♪ボーイズトーク

グリーフキャンプ・リユニオン

SKY CAMPの
つどい

日　程◉2015年10月31日～ 11月1日（1泊2日）
場　所◉秋保グランドホテルとその周辺
参加者◉小学校5年生から高校1年生までの男女5名、
　　　　その保護者1名、スタッフ13名、計19名

スーパー熊ブラザーズ

キャンプの記録

グリーフキャンプ報告書│ ─
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キャンプの
記録

アンケート

これまでの6回のキャンプをふりかえり、キャンプ
に参加してくれた子ども・その保護者・スタッフに
アンケートをお願いしました。
キャンプの思い出、キャンプに参加した動機、スタッフ
の感想などから、キャンプの雰囲気を感じること
ができます。

グリーフキャンプ・リユニオン 　SKY CAMPのつどい

この事業は、キャンプで出会った仲間たちがキャ
ンプ以外でも繋がり続けてほしいという願いを込め
て、キャンパーが比較的集まりやすい宮城県仙台市
にある秋

あ き う
保温泉を会場に実施しました。

キャンパーは小学5年生から高校1年生まで、部
活等で忙しい中、参加してくれました。スタッフも
グリーフキャンプ組織委員、キャンプディレクター、
キャンプカウンセラーに子どもグリーフサポートス
テーション職員の方々と賑やかな面々です。
当日は仙台駅に集合し、バスに乗って秋保温泉へ
向かいます。キャンパーとスタッフは久しぶりの再
会に笑顔でお喋りが止まりません。秋保温泉に到着
後、夕食までの時間、ホテル裏にある磊

らいらいきょう
々峡を見に

行きました。磊々峡は巨石に囲まれた名取川が流れ
る渓谷で、所々大きな滝が顕在しており、その大迫
力にみんな圧倒されていました。
夕食は食べ放題ブッフェで、和・洋・中の豪華な
料理が並ぶ中、仙台らしく牛タンやカニなどもあり
ました。中には牛タンばかり食べている子も。途中
でキャンプディレクター、一部カウンセラーも合流
し、楽しい食事の時間を過ごしました。
夜はキャンプの思い出を振り返る「キャンプのお
もひでぽろぽろ」。グリーフキャンプ組織委員長の
星野さんの乾杯で始まりました。自己紹介をしてか
ら、思い出ムービーを見ます。このムービーは全キャ
ンプを写真で思い出していく内容で、1回目のキャ

ンプ（2012年台湾）に参加した子の成長には、本
人も周りの人もみんな驚いていました。ムービー鑑
賞後、子どもには一人ひとりキャンプの感想を発表
してもらいました。中3男子キャンパーは、「今ま
で周りに同じ境遇の人がいなかったので、キャンプ
に来て話ができたことは嬉しかった」と話してくれ
ました。唯一の保護者の方は、「息子は初めキャン
プに行くことが嫌だったようで、行かせて失敗だっ
たかなと不安だったけど、キャンプから帰ってきて
楽しそうに思い出話をするのを見て、行かせて良
かったと思いました」と話してくれました。この日
は思い出話に花が咲き、キャンプへの思いを胸に時
間ギリギリまで過ごしました。
2日目は、女の子・男の子グループに分かれて好
きな遊びをしました。大人も自由な時間を過ごして
もらえ、日頃のリフレッシュになったと思います。
解散の直前、中1女子キャンパーが話してくれ
ました。「今はまだスマホを買ってもらえないけ
ど、高校生になったら買ってもらって、買ったら
すぐにLINEでキャンプのメンバーとつながって
SKYCAMPのグループを作って、またみんなとキャ
ンプじゃなくてもいいからどこかで会えたらいい
な」と。事業としては最後になりますが、これから
もキャンプに参加してくれたみんなが繋がり続けら
れることを願ってやみません。

また会いましょう！！！久しぶりにみんなと再会！ 大きくなったね！

夕飯美味しかったカニ♪ 牛タンもカニも食べ放題！
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キャンパーは小学5年生から高校1年生まで、部
活等で忙しい中、参加してくれました。スタッフも
グリーフキャンプ組織委員、キャンプディレクター、
キャンプカウンセラーに子どもグリーフサポートス
テーション職員の方々と賑やかな面々です。
当日は仙台駅に集合し、バスに乗って秋保温泉へ
向かいます。キャンパーとスタッフは久しぶりの再
会に笑顔でお喋りが止まりません。秋保温泉に到着
後、夕食までの時間、ホテル裏にある磊

らいらいきょう
々峡を見に

行きました。磊々峡は巨石に囲まれた名取川が流れ
る渓谷で、所々大きな滝が顕在しており、その大迫
力にみんな圧倒されていました。
夕食は食べ放題ブッフェで、和・洋・中の豪華な
料理が並ぶ中、仙台らしく牛タンやカニなどもあり
ました。中には牛タンばかり食べている子も。途中
でキャンプディレクター、一部カウンセラーも合流
し、楽しい食事の時間を過ごしました。
夜はキャンプの思い出を振り返る「キャンプのお
もひでぽろぽろ」。グリーフキャンプ組織委員長の
星野さんの乾杯で始まりました。自己紹介をしてか
ら、思い出ムービーを見ます。このムービーは全キャ
ンプを写真で思い出していく内容で、1回目のキャ

ンプ（2012年台湾）に参加した子の成長には、本
人も周りの人もみんな驚いていました。ムービー鑑
賞後、子どもには一人ひとりキャンプの感想を発表
してもらいました。中3男子キャンパーは、「今ま
で周りに同じ境遇の人がいなかったので、キャンプ
に来て話ができたことは嬉しかった」と話してくれ
ました。唯一の保護者の方は、「息子は初めキャン
プに行くことが嫌だったようで、行かせて失敗だっ
たかなと不安だったけど、キャンプから帰ってきて
楽しそうに思い出話をするのを見て、行かせて良
かったと思いました」と話してくれました。この日
は思い出話に花が咲き、キャンプへの思いを胸に時
間ギリギリまで過ごしました。
2日目は、女の子・男の子グループに分かれて好
きな遊びをしました。大人も自由な時間を過ごして
もらえ、日頃のリフレッシュになったと思います。
解散の直前、中1女子キャンパーが話してくれ
ました。「今はまだスマホを買ってもらえないけ
ど、高校生になったら買ってもらって、買ったら
すぐにLINEでキャンプのメンバーとつながって
SKYCAMPのグループを作って、またみんなとキャ
ンプじゃなくてもいいからどこかで会えたらいい
な」と。事業としては最後になりますが、これから
もキャンプに参加してくれたみんなが繋がり続けら
れることを願ってやみません。

また会いましょう！！！久しぶりにみんなと再会！ 大きくなったね！

夕飯美味しかったカニ♪ 牛タンもカニも食べ放題！
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❶5回（2012年3月、2012年9月、2014年3月、
2014年9月、2015年3月）

❷震災後、自宅の周りには家が少なく子供がいない為、
多くの子供と接し遊べる様にと思い参加させました。

❸年上、同世代の人と接し、いろいろな話しをした様で
少しずつ明るくなり笑いが出る様になりました。

❹特にありません。言葉が悪くなったかな？　キャンプのせい
ではないと思いますが
❺多くの人と接し話をしたり遊んだりした事を帰ってきて積極
的に話をする様になりました。

  小学6年生　女子　祖母

❶3回（2014年3月、2014年9月、2015年3月）
❷いろんな人と話をして、いろんな体験をしてほしいと思い
ました。
❸体験をしたこと、友だちを作ったこと
❹なし
❺前は行くのがドキドキしていた。帰ってきたら疲れたけど、
楽しく遊べたので良かった。

  小学5年生　女子　叔母

❶3回（2013年3月、2014年3月、2015年3月）
❷同じ境遇の人達と会う機会がないので、キャンプで一緒
に生活をして友達を作っておいて欲しいと思ったから。
❸2回、3回と参加をして、きびしい環境の中にいる友達
がいる事を知り、自分が恵まれている事に気が付いた。
❹なし
❺児童会活動で福祉委員会に入り、自分に出来るボラン
ティア活動とかに加わって活動している。
  小学5年生　女子　祖母

❶2回（2013年3月、2014年3月）
❷色 な々人とふれあって欲しかったから
❸思いっきり体を動かせた事
❹なし
❺キャンプの事など時々思い出して話してくれます。
  小学6年生　男子　母

❶4回（2013年3月、2014年3月、2014年9月、2015年3月）
❷グリーフサポートステーションを通して紹介していただき
ました。息子は不登校で元気がなく、震災の影響のない
景色や環境の中で少しでも何か元気になれるきっかけ
になればいいと思い参加させました。親を亡くした仲間
と過ごすという点でも何か息子の気持ちを開くきっかけに
なればいいと思いました。また安心して過ごせるのでは？
という思いもありました。
❸初回は行きも帰りも、膨れ顔で機嫌が悪く、親の想いで
強制的に参加させたのは、やっぱり失敗だったと思いまし
た。しかし、知人にはキャンプの話を楽しくし、知人からも
「キャンプから帰ってきて明るくなったね」と言われ、とて
も楽しく過ごしてきたことが分かり安心しました。スタッフ
皆さんのおかげです。ありがとうございました。そのあとは
「行かない」と言うことはなく、毎回参加しキャンプの思い出
話をたくさん聞かせてもらっています。私には気付かない、
本人の変化をスタッフさんから教えてもらい、少しずつ本人
の気持ちも成長しているのだと思います。
❹ありません。
❺③の良かったことに加え……。キャンプ中に震災の話をした
ことについて、1度も本人から聞いたことはないのですが、
普段は震災に関する話（気持ち）は本当に限られた時に
しか話さないので、キャンプで話せている、ということは本人
にとって安心して話せる場なのだと思いました。
  中学3年生　男子　母

❶4回（2012年3月、2012年9月、2013年3月、
2014年3月）
❷・多くの人に出会い、いろんな経験をつんでほしかった。
　・本人が望む事は、できるだけ叶えてやりたいと思った。
　・ 一つでも楽しい事や笑顔になる事があればよいと思って
おります。

❸今まで行った事のない所へ行ける楽しみ、ワクワク感が
あり普段の生活の中では経験することができない、いろん
な事をする事ができた。私達がつれていかれない所へ
行く事ができた。
　お友達がたくさんでき笑顔がふえました。
❹1つもありません。
❺参加した仲間と友達になり、夏休みなど、お互いにおと
まりなどして今も続いております。学校のお友達とも違っ
た笑顔をみせてくれます。お互い心が通じる所があるの
でしょうか。楽しみなようです。
  小学5年生　女子　祖母

一番楽しかったキャンプ
一番楽しかったのは、台湾に行ったとき！　夜市で食べ

歩きしたのが楽しかった。（小学校の方へ行ったときは、こま
回しで上手くできなかったから、それを見て笑ってるのが
許せなかった。）YちゃんとMちゃんとKちゃんで、おばけ
屋しきしたのも楽しかった。できたら、また台湾に行きたい！！　
飛行機は、できれば、キティちゃんがいい……。枕カバー
集めたいからwww
次のキャンプがあるかどうかは分からないけど、部活が

ない日に、行きたい！！　キャンプに行けない間は、部活と
勉強頑張る！！ 小学6年生　女子

一番楽しかったキャンプ
一番楽しかったのは、台湾に行ったとき！　夜市で食べ

歩きしたのが楽しかった。（小学校の方へ行ったときは、こま
回しで上手くできなかったから、それを見て笑ってるのが
許せなかった。）YちゃんとMちゃんとKちゃんで、おばけ
屋しきしたのも楽しかった。できたら、また台湾に行きたい！！　

一番楽しかったキャンプ
一番楽しかったのは、台湾に行ったとき！　夜市で食べ

歩きしたのが楽しかった。（小学校の方へ行ったときは、こま
回しで上手くできなかったから、それを見て笑ってるのが

一番楽しかったキャンプ
一番楽しかったのは、台湾に行ったとき！　夜市で食べ

かっ
一番楽し

かっ
一番楽し

しかっしかしか一一番楽しか一番番楽楽しか一一番楽楽しか一一番番楽ししか一一番番楽しし一番番楽し一番番楽し一番番楽楽番楽楽番

キャンプに参加してくれた子どもたちにはキャンプの思い出として
作文を書いてもらいました。

保護者の方には、5つの質問に答えてもらいました。
❶お子さんはSKY CAMPに何回参加しましたか。
❷お子さんを参加させようと思ったのはなぜですか。
❸お子さんを参加させてみて、保護者として良かったことを具体的にお願いします。
❹お子さんを参加させてみて、保護者として悪かったことを具体的にお願いします。
❺参加前、参加後でお子さんの様子が変わったことをお書きください。具体的にお願いします。

子どもたち

スカイキャンプ
私はスカイキャンプに行ってみて、とても楽しい思い出

がたくさんできました。
特に楽しかったのは「よしま」です。よしまでは飛行機

がおくれたりしたけど、とても楽しい時間でした。そして、
カヌーを初めてやってみて、難しかったけど、とても楽しかった
し、海で、マシュマロ焼きして遊んだのも楽しかったです。
支援してくださった方々ありがとうございました。もっと

スカイキャンプに行きたいと思います。本当にありがとう
ございました。 小学6年生　女子

スカイキャンプに行って
私は、一番最初の台湾のときから朝ぎり2回とよしまに行

きました。
よしまのときは、カヌーや小さい船に乗って移動したりし
て、とても楽しかったし、よしまの砂浜の海そうをとって、
レンジで焼いて、味がワカメみたいでとてもおいしかった
です。
台湾のときは、お金をかえて、双子だからといって、おまけ

でキーホルダーを無料でもらったり、大学生と関わったり
して、とても楽しかったです。
またスカイキャンプに行きたいです。 小学6年生　女子

アンケート

キャンプの思い出
キャンプでは楽しいことがたくさんあります。台湾は、
初めての外国で、キティちゃんの飛行機に乗れた。ショー
ロンポーがすごくおいしかったです。今でも他のお店とか
でも、ショーロンポーを食べています。
あさぎりは、初めてのテントで、すごく寒かったです。キャ

ンプファイアーは、楽しかったです。
二回目のあさぎりは、テントではなく、バンガローでよかっ

たです。けしきもきれいでした。スケートも楽しかったです。
 小学5年生　女子

初めて参加した時は、ドキドキしましたが、参加してみて、
いろいろな経験、体験をして勉強になりました。楽しかっ
たです。 小学5年生　女子

私はスカイキャンプに3回行きました。1回目のよ島では、
友達がいなかったけどみんなが声をかけてくれてすぐ友達
になれました。1人で旅行するのは初めてで不安なことも
初日だけで2日目からは楽しく遊びました。
2回目は、富士宮で1年ぶりに再会した友達といっぱい
遊びました。白糸の滝でテンションが上がりお土産を買い
すぎたことを家に帰ってから後悔しました。
3回目は、最後のキャンプでテントをはってねぶくろで

ねたり、MTB（マウンテンバイク）で走ったりふだんなか
なか体験できないことをたくさんできてうれしかったです。
これで、スカイキャンプが終わってしまうのはとてもさびしい
です。私もまたこのようなプロジェクトがあるならぜひ参加
したいです。楽しいきかくをしてくださってありがとうござい
ました。 小学5年生　女子

保 護 者

E n q u ê t e

グリーフキャンプ報告書│ ─
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❶5回（2012年3月、2012年9月、2014年3月、
2014年9月、2015年3月）

❷震災後、自宅の周りには家が少なく子供がいない為、
多くの子供と接し遊べる様にと思い参加させました。

❸年上、同世代の人と接し、いろいろな話しをした様で
少しずつ明るくなり笑いが出る様になりました。

❹特にありません。言葉が悪くなったかな？　キャンプのせい
ではないと思いますが
❺多くの人と接し話をしたり遊んだりした事を帰ってきて積極
的に話をする様になりました。

  小学6年生　女子　祖母

❶3回（2014年3月、2014年9月、2015年3月）
❷いろんな人と話をして、いろんな体験をしてほしいと思い
ました。
❸体験をしたこと、友だちを作ったこと
❹なし
❺前は行くのがドキドキしていた。帰ってきたら疲れたけど、
楽しく遊べたので良かった。

  小学5年生　女子　叔母

❶3回（2013年3月、2014年3月、2015年3月）
❷同じ境遇の人達と会う機会がないので、キャンプで一緒
に生活をして友達を作っておいて欲しいと思ったから。
❸2回、3回と参加をして、きびしい環境の中にいる友達
がいる事を知り、自分が恵まれている事に気が付いた。
❹なし
❺児童会活動で福祉委員会に入り、自分に出来るボラン
ティア活動とかに加わって活動している。
  小学5年生　女子　祖母

❶2回（2013年3月、2014年3月）
❷色 な々人とふれあって欲しかったから
❸思いっきり体を動かせた事
❹なし
❺キャンプの事など時々思い出して話してくれます。
  小学6年生　男子　母

❶4回（2013年3月、2014年3月、2014年9月、2015年3月）
❷グリーフサポートステーションを通して紹介していただき
ました。息子は不登校で元気がなく、震災の影響のない
景色や環境の中で少しでも何か元気になれるきっかけ
になればいいと思い参加させました。親を亡くした仲間
と過ごすという点でも何か息子の気持ちを開くきっかけに
なればいいと思いました。また安心して過ごせるのでは？
という思いもありました。
❸初回は行きも帰りも、膨れ顔で機嫌が悪く、親の想いで
強制的に参加させたのは、やっぱり失敗だったと思いまし
た。しかし、知人にはキャンプの話を楽しくし、知人からも
「キャンプから帰ってきて明るくなったね」と言われ、とて
も楽しく過ごしてきたことが分かり安心しました。スタッフ
皆さんのおかげです。ありがとうございました。そのあとは
「行かない」と言うことはなく、毎回参加しキャンプの思い出
話をたくさん聞かせてもらっています。私には気付かない、
本人の変化をスタッフさんから教えてもらい、少しずつ本人
の気持ちも成長しているのだと思います。
❹ありません。
❺③の良かったことに加え……。キャンプ中に震災の話をした
ことについて、1度も本人から聞いたことはないのですが、
普段は震災に関する話（気持ち）は本当に限られた時に
しか話さないので、キャンプで話せている、ということは本人
にとって安心して話せる場なのだと思いました。
  中学3年生　男子　母

❶4回（2012年3月、2012年9月、2013年3月、
2014年3月）
❷・多くの人に出会い、いろんな経験をつんでほしかった。
　・本人が望む事は、できるだけ叶えてやりたいと思った。
　・ 一つでも楽しい事や笑顔になる事があればよいと思って
おります。

❸今まで行った事のない所へ行ける楽しみ、ワクワク感が
あり普段の生活の中では経験することができない、いろん
な事をする事ができた。私達がつれていかれない所へ
行く事ができた。
　お友達がたくさんでき笑顔がふえました。
❹1つもありません。
❺参加した仲間と友達になり、夏休みなど、お互いにおと
まりなどして今も続いております。学校のお友達とも違っ
た笑顔をみせてくれます。お互い心が通じる所があるの
でしょうか。楽しみなようです。
  小学5年生　女子　祖母

一番楽しかったキャンプ
一番楽しかったのは、台湾に行ったとき！　夜市で食べ

歩きしたのが楽しかった。（小学校の方へ行ったときは、こま
回しで上手くできなかったから、それを見て笑ってるのが
許せなかった。）YちゃんとMちゃんとKちゃんで、おばけ
屋しきしたのも楽しかった。できたら、また台湾に行きたい！！　
飛行機は、できれば、キティちゃんがいい……。枕カバー
集めたいからwww
次のキャンプがあるかどうかは分からないけど、部活が

ない日に、行きたい！！　キャンプに行けない間は、部活と
勉強頑張る！！ 小学6年生　女子

一番楽しかったキャンプ
一番楽しかったのは、台湾に行ったとき！　夜市で食べ

歩きしたのが楽しかった。（小学校の方へ行ったときは、こま
回しで上手くできなかったから、それを見て笑ってるのが
許せなかった。）YちゃんとMちゃんとKちゃんで、おばけ
屋しきしたのも楽しかった。できたら、また台湾に行きたい！！　

一番楽しかったキャンプ
一番楽しかったのは、台湾に行ったとき！　夜市で食べ

歩きしたのが楽しかった。（小学校の方へ行ったときは、こま
回しで上手くできなかったから、それを見て笑ってるのが

一番楽しかったキャンプ
一番楽しかったのは、台湾に行ったとき！　夜市で食べ

かっ
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しかっしかしか一一番楽しか一番番楽楽しか一一番楽楽しか一一番番楽ししか一一番番楽しし一番番楽し一番番楽し一番番楽楽番楽楽番

キャンプに参加してくれた子どもたちにはキャンプの思い出として
作文を書いてもらいました。

保護者の方には、5つの質問に答えてもらいました。
❶お子さんはSKY CAMPに何回参加しましたか。
❷お子さんを参加させようと思ったのはなぜですか。
❸お子さんを参加させてみて、保護者として良かったことを具体的にお願いします。
❹お子さんを参加させてみて、保護者として悪かったことを具体的にお願いします。
❺参加前、参加後でお子さんの様子が変わったことをお書きください。具体的にお願いします。

子どもたち

スカイキャンプ
私はスカイキャンプに行ってみて、とても楽しい思い出

がたくさんできました。
特に楽しかったのは「よしま」です。よしまでは飛行機

がおくれたりしたけど、とても楽しい時間でした。そして、
カヌーを初めてやってみて、難しかったけど、とても楽しかった
し、海で、マシュマロ焼きして遊んだのも楽しかったです。
支援してくださった方々ありがとうございました。もっと

スカイキャンプに行きたいと思います。本当にありがとう
ございました。 小学6年生　女子

スカイキャンプに行って
私は、一番最初の台湾のときから朝ぎり2回とよしまに行

きました。
よしまのときは、カヌーや小さい船に乗って移動したりし
て、とても楽しかったし、よしまの砂浜の海そうをとって、
レンジで焼いて、味がワカメみたいでとてもおいしかった
です。
台湾のときは、お金をかえて、双子だからといって、おまけ

でキーホルダーを無料でもらったり、大学生と関わったり
して、とても楽しかったです。
またスカイキャンプに行きたいです。 小学6年生　女子

アンケート

キャンプの思い出
キャンプでは楽しいことがたくさんあります。台湾は、
初めての外国で、キティちゃんの飛行機に乗れた。ショー
ロンポーがすごくおいしかったです。今でも他のお店とか
でも、ショーロンポーを食べています。
あさぎりは、初めてのテントで、すごく寒かったです。キャ

ンプファイアーは、楽しかったです。
二回目のあさぎりは、テントではなく、バンガローでよかっ

たです。けしきもきれいでした。スケートも楽しかったです。
 小学5年生　女子

初めて参加した時は、ドキドキしましたが、参加してみて、
いろいろな経験、体験をして勉強になりました。楽しかっ
たです。 小学5年生　女子

私はスカイキャンプに3回行きました。1回目のよ島では、
友達がいなかったけどみんなが声をかけてくれてすぐ友達
になれました。1人で旅行するのは初めてで不安なことも
初日だけで2日目からは楽しく遊びました。
2回目は、富士宮で1年ぶりに再会した友達といっぱい
遊びました。白糸の滝でテンションが上がりお土産を買い
すぎたことを家に帰ってから後悔しました。
3回目は、最後のキャンプでテントをはってねぶくろで

ねたり、MTB（マウンテンバイク）で走ったりふだんなか
なか体験できないことをたくさんできてうれしかったです。
これで、スカイキャンプが終わってしまうのはとてもさびしい
です。私もまたこのようなプロジェクトがあるならぜひ参加
したいです。楽しいきかくをしてくださってありがとうござい
ました。 小学5年生　女子

保 護 者
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❶なし
❷ケガ等しないよう安全面と、いつでもお話を聴けるように
していました。
❸キャンプだからこそ、見せる表情、表現できること、話せる
ことがあるように感じます。
❹おばけやしきで、こわい話を聞き、おどろかされたこと。
アーチェリーやカヌーでみんなと遊んだこと、アーチェリー
全然できなかった。みんなでBBQをやったこと。火を
つける子、なべを全力で洗う子、いろいろなエピソード
が出てきます。
  キャンプカウンセラー　男性

❶キャンプの中で、全体（プログラム）としてつらい体験を
語らせるという活動をしたことがなかったので、そこは私的
にきついところでした。生活を共にしながら、出てきたこと
がらに対応していくというスタイルは、いつものキャンプ
でしていることなので、変わりなかったです。
❷1人になることがないように、目を切らさないこと。
　1人ずつ、ちゃんと話しかけること。
❸1人1人が違うので（年齢、環境など）、それぞれ感じて
いることや今持っている問題など、個 で々対応しなければ
ならない部分があるなぁと思いました。
　また、今の生活の中で、とても頑張っているのだなという
のは、1人1人から感じました。
❹活動中にやった、だるまさんが転んだは、とても楽しかった
です。なんとなく一緒に遊べる、その場にいてみんな楽し
そうというのが、とてもいいと思います。
　オニの近くまで来て、つかまっているスタッフを1人だけ
残して切るとか、止まっている人を笑わそうとオニがおか
しいことをしたりとか、ちょっとしたイタズラができる関係
があって、楽しかったです。
  キャンプカウンセラー　女性

❶なし
❷・自分がプログラムを楽しむこと
　・子どもといるときは子ども（誰かしら）の横にいること
❸4回目からの関わりだったので、なんとも……よく喋る
ようになった？
　参加者同士の関わりで、本性が出てきたなぁと思うころ
に終わってしまった気もするので。
　≪特に女子≫好き嫌いとかつるみ方とか嫌な感じ出したり
とか……。
　人とのくっつき方の下手さは目立った気がする。具体的に
と言われると、うーん……という感じですが。
❹夜に火を囲んでどーでもいい時間を一緒に話して過ごし
たこと。
  キャンプカウンセラー　男性

❶グリーフプログラムがあったこと。あと、いつもより食事
が豪華でした。（笑）
　生活活動については、あまり変わりないです。
❷震災のこと、家や家族のことはこちらから質問せず、参加者
が話し出した時にだけきくようにしました。その子のタイミング
で、話せる内容をちゃんときこうと思っていました。
❸・ 震災を体験した子どもたちではありますが、女の子
グループ内での関係性が気になりました。（その辺のこと
は同世代の子と変わらないなあと。少し幼い感じもあり
ますが……）

　・ 体力がないこと。（ゲーム、ネットに夢中なのもしょうが
ないんだろうなと思いました。でも楽しいことも他にたく
さんあるよって教えてあげたい気持ちにもなります。）

❹・ ポエムの時間（みんないろいろ言うけれど、楽しみ
にしていたこと）

　・ ギョーザをつつんだ時（それぞれの包み方について
話したり、普段の様子が自然と話せていたから。）

　・ おもいでアルバム作り（熱心に色をぬったり、切った
り貼ったり……。コメントを書いてとお願いする様子
がよかったです。かわいかった。）。

  キャンプカウンセラー　女性

スタッフには、4つの質問に答えてもらいました。
❶いつもされているキャンプと違うところがあればお書きください。
❷キャンプ中、子どもたちと接する際に気を付けていたことはなんですか。
❸キャンプ中、子どもたちから感じたことがあればお書きください。
❹SKY CAMPで楽しかったエピソードを教えてください。

スタッフ

E n q u ê t e

アンケート

レポート

キャンプではカウンセラーの他に、グリーフの専門
家、臨床心理士の方にもかかわっていただきま
した。普段キャンプを実施する立場ではない方々
から見て、キャンプはどう見えているのでしょうか。
4回目以降のキャンプのディレクター報告と合わせて、
レポートをまとめます。
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❷ケガ等しないよう安全面と、いつでもお話を聴けるように
していました。
❸キャンプだからこそ、見せる表情、表現できること、話せる
ことがあるように感じます。
❹おばけやしきで、こわい話を聞き、おどろかされたこと。
アーチェリーやカヌーでみんなと遊んだこと、アーチェリー
全然できなかった。みんなでBBQをやったこと。火を
つける子、なべを全力で洗う子、いろいろなエピソード
が出てきます。
  キャンプカウンセラー　男性

❶キャンプの中で、全体（プログラム）としてつらい体験を
語らせるという活動をしたことがなかったので、そこは私的
にきついところでした。生活を共にしながら、出てきたこと
がらに対応していくというスタイルは、いつものキャンプ
でしていることなので、変わりなかったです。
❷1人になることがないように、目を切らさないこと。
　1人ずつ、ちゃんと話しかけること。
❸1人1人が違うので（年齢、環境など）、それぞれ感じて
いることや今持っている問題など、個 で々対応しなければ
ならない部分があるなぁと思いました。
　また、今の生活の中で、とても頑張っているのだなという
のは、1人1人から感じました。
❹活動中にやった、だるまさんが転んだは、とても楽しかった
です。なんとなく一緒に遊べる、その場にいてみんな楽し
そうというのが、とてもいいと思います。
　オニの近くまで来て、つかまっているスタッフを1人だけ
残して切るとか、止まっている人を笑わそうとオニがおか
しいことをしたりとか、ちょっとしたイタズラができる関係
があって、楽しかったです。
  キャンプカウンセラー　女性

❶なし
❷・自分がプログラムを楽しむこと
　・子どもといるときは子ども（誰かしら）の横にいること
❸4回目からの関わりだったので、なんとも……よく喋る
ようになった？
　参加者同士の関わりで、本性が出てきたなぁと思うころ
に終わってしまった気もするので。
　≪特に女子≫好き嫌いとかつるみ方とか嫌な感じ出したり
とか……。
　人とのくっつき方の下手さは目立った気がする。具体的に
と言われると、うーん……という感じですが。
❹夜に火を囲んでどーでもいい時間を一緒に話して過ごし
たこと。
  キャンプカウンセラー　男性

❶グリーフプログラムがあったこと。あと、いつもより食事
が豪華でした。（笑）
　生活活動については、あまり変わりないです。
❷震災のこと、家や家族のことはこちらから質問せず、参加者
が話し出した時にだけきくようにしました。その子のタイミング
で、話せる内容をちゃんときこうと思っていました。
❸・ 震災を体験した子どもたちではありますが、女の子
グループ内での関係性が気になりました。（その辺のこと
は同世代の子と変わらないなあと。少し幼い感じもあり
ますが……）

　・ 体力がないこと。（ゲーム、ネットに夢中なのもしょうが
ないんだろうなと思いました。でも楽しいことも他にたく
さんあるよって教えてあげたい気持ちにもなります。）

❹・ ポエムの時間（みんないろいろ言うけれど、楽しみ
にしていたこと）

　・ ギョーザをつつんだ時（それぞれの包み方について
話したり、普段の様子が自然と話せていたから。）

　・ おもいでアルバム作り（熱心に色をぬったり、切った
り貼ったり……。コメントを書いてとお願いする様子
がよかったです。かわいかった。）。

  キャンプカウンセラー　女性

スタッフには、4つの質問に答えてもらいました。
❶いつもされているキャンプと違うところがあればお書きください。
❷キャンプ中、子どもたちと接する際に気を付けていたことはなんですか。
❸キャンプ中、子どもたちから感じたことがあればお書きください。
❹SKY CAMPで楽しかったエピソードを教えてください。

スタッフ

アンケート

レポート
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家、臨床心理士の方にもかかわっていただきま
した。普段キャンプを実施する立場ではない方々
から見て、キャンプはどう見えているのでしょうか。
4回目以降のキャンプのディレクター報告と合わせて、
レポートをまとめます。
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R e p o r t

1

東日本大震災から5年を迎えようとし
ています。
宮城県仙台市や岩手県陸前高田市など
で開催している死別を体験した子どもた
ちのグリーフサポートの場「ワンデイプ
ログラム」で出会う子どもたちと触れ
合って感じることは、震災という出来事
は時間的には過去になっていっても、そ
の影響はさまざまな様相で現在進行形だ
ということです。
ある小学生の双子の姉妹は母を失くし
たあと親戚の家で生活するようになりま
した。父母は離婚していたからです。そ
の後、施設で生活するようになり、中学
生となった最近、新しい里親さんのとこ
ろで新生活をスタートさせています。震
災という大きな喪失と変化のあとに、居
場所の喪失と変化が連続していたので
す。
また、震災当時お母さんのお腹の中に
いた子は「死」を実感する年齢になって
います。お父さんがいたこと、でも津波
で死んだこと、津波がどんなものだった
かを突きつけられます。中学生・高校生
は進路に悩みます。これは誰にでもある
ことですが、経済的心配や保護者と離れ
るかどうかという選択を迫られます。大
学生は身近な生き方のモデルの不在とい
う葛藤があります。大きく言うと安心安
全の感覚が十分でなくチャレンジすると
いう機会が少なくなり、寄り添う大人が
あまりいないという生活を送っていると
言っていいように思います。
そんな中で非日常のキャンプ（グリー
フキャンプ）に参加することは、万能で
はないですが、リカバリーの空間として
一息ついて、体験して感じた感覚を日常
生活に持って帰れる可能性があると思い

ます。
これまで何度かグリーフキャンプに参
加しましたが、そこには仲間（震災で家
族を失くした経験をしている同年代の子
ども同士）、ともに過ごす時間、安心と
安全とチャレンジできる空間、寄り添う
大人たちという存在がありました。それ
らを土台として、死別後にさまざまに起
こった出来事に対する自分自身の気持ち
をないものとするのではなく丁寧に触れ
つつ、それを表現することにチャレンジ
する時間、時に話しわかち合う時間を設
けるという特徴的な時間がありました。
その時間を通じて、いろんな思いがある
のは自分だけではない、いろんな気持ち
があるのは当然のことなのだ、いろんな
気持ちがあっていいのだと実感すること
ができるのです。その実感がかけがえの
ないつながりとなります。
さまざまな野外活動は、チャレンジす
ることで自分の関心や意欲というものを
再確認させてくれます。木工作品などを
作ることは集中することの楽しさがあ
り、出来上がった作品は共有した体験と
しての思い出となります。家に持ち帰っ
て机に飾るということもあるでしょう。
グリーフキャンプは子どもたちの死
別・喪失後の日常生活に新しい風を吹き
込む潜在能力があると思います。それは
同じ体験をした仲間との出会い、安心安
全の中でのチャレンジ空間、自分のグ
リーフに丁寧に触れる時間、そして寄り
添う大人たちの存在を感じるということ
です。そしてグリーフキャンプのその潜
在能力は、子どもたちがそれぞれに持つ
潜在能力を開花させるきっかけを子ども
たちがつかむ可能性を秘めていると感じ
ています。

小さな身体のけがは、子どもにもとも
と備わっている免疫力によって時間とと
もに自然に回復していきます。こころの
傷つき体験も同様です。回復の仕方はひ
とり一人の子どもによってことなりま
す。また、こころの傷が大きい場合や、
傷が深い場合は、自然な見守りだけでは
回復が難しいことがあります。それだけ
に子どもの傷つきに適切に対応すること
は、将来の心身の健康増進の観点から非
常に重要なことです。
さまざまな災害や事故、大切な人を亡
くすなどの体験をして子どもたちの多く
は、自分の力ではどうしようもない状況
を目の前にして、こころの発達に傷つき
を起こします。こうした傷つきは、子ど
もたちのこころに大きな無力感や孤立感
を植えつけ、子どもたちの成長発達に必
要な安心安全の感覚、自己肯定感、自己
効力感などにネガティブな影響を与えま
す。これらは人が人として社会の中で主
体的に生きていくために大切なちからで
す。そのため、傷つきからの回復は、ま
ずはこれらを回復することを大切にしま
す。
キャンプは遊びと生活で構成された基
本的に楽しい活動です。子どもらしく、
のびのびと楽しむことが何よりも優先さ
れると思います。信頼できる大人に見守
られながら、安心できることでそのよう
な子どもらしさを取り戻すことができる
のではないかと思います。自己肯定感（自
信を持って取り組む力）や自己効力感
（自分はできる、やれているという感覚）
を養うためにはキャンプは最適な場所で
す。新しい体験や魅力的な体験が多く用
意されています。一人ではできそうにな
いことも仲間がいることで達成すること

ができます。また、集団の中でそれぞれ
に自分の役割があり、役に立っていると
いう感覚を感じることができます。
また、私はキャンプにはある程度の自
由も必要だと感じています。集団生活で
すので、基本的にはルールがあり、それ
を守ることは必要です。ここで言う自由
とは活動を自分で選ぶこと（参加するか
しないかも含めて）、どのように活動に
参加するかを自分で決めることなのかと
思います。そのように自由な雰囲気の中
で主体性を持って参加することが意味あ
ることなのではないかと感じます。
今回のキャンプに参加させていただき
感じたこととしては、「子どもとの関係
作り、スタッフが子どもを知ることにと
ても時間をかけるなあ」ということで
す。心理学ではアセスメントという考え
方があります。これはまずその人を知り、
その人にあった支援を提供するために必
須とされているものです。私たち心理士
はアセスメントを行う上で対話や心理検
査などのツールを使います。キャンプス
タッフは子どもたちとの関わりの中で、
遊びや活動を通して子どもたちの理解を
深めていることが見て取れました。そう
して子どもを知ることで、その子にあっ
た遊びや活動、支援を提供することを大
切にされているのが分かりました。こう
いった取り組みは、準備されたプログラ
ムに子どもたちの参加を促すよりも多く
の手間と労力がかかります。よいものや
正しいものを提供することよりも、子ど
もたちそれぞれに今必要な資源を提供で
きることが大切にされるべきなのではな
いかと思います。
参加されていた子どもの中には、周り
に被災をしている子がおらず、自分だけ

そ
こ
に
行
け
ば
何
か
が
あ
る 

〜
グ
リ
ー
フ
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
場
の
潜
在
能
力
〜

子
ど
も
グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
西
田 

正
弘

グ
リ
ー
フ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て 

浜
松
市
発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ル
ピ
ロ

　
臨
床
心
理
士

　
高
井 

義
文

グリーフキャンプ報告書│ ─

24 25



R e p o r t

2

東日本大震災から5年を迎えようとし
ています。
宮城県仙台市や岩手県陸前高田市など
で開催している死別を体験した子どもた
ちのグリーフサポートの場「ワンデイプ
ログラム」で出会う子どもたちと触れ
合って感じることは、震災という出来事
は時間的には過去になっていっても、そ
の影響はさまざまな様相で現在進行形だ
ということです。
ある小学生の双子の姉妹は母を失くし
たあと親戚の家で生活するようになりま
した。父母は離婚していたからです。そ
の後、施設で生活するようになり、中学
生となった最近、新しい里親さんのとこ
ろで新生活をスタートさせています。震
災という大きな喪失と変化のあとに、居
場所の喪失と変化が連続していたので
す。
また、震災当時お母さんのお腹の中に
いた子は「死」を実感する年齢になって
います。お父さんがいたこと、でも津波
で死んだこと、津波がどんなものだった
かを突きつけられます。中学生・高校生
は進路に悩みます。これは誰にでもある
ことですが、経済的心配や保護者と離れ
るかどうかという選択を迫られます。大
学生は身近な生き方のモデルの不在とい
う葛藤があります。大きく言うと安心安
全の感覚が十分でなくチャレンジすると
いう機会が少なくなり、寄り添う大人が
あまりいないという生活を送っていると
言っていいように思います。
そんな中で非日常のキャンプ（グリー
フキャンプ）に参加することは、万能で
はないですが、リカバリーの空間として
一息ついて、体験して感じた感覚を日常
生活に持って帰れる可能性があると思い

ます。
これまで何度かグリーフキャンプに参
加しましたが、そこには仲間（震災で家
族を失くした経験をしている同年代の子
ども同士）、ともに過ごす時間、安心と
安全とチャレンジできる空間、寄り添う
大人たちという存在がありました。それ
らを土台として、死別後にさまざまに起
こった出来事に対する自分自身の気持ち
をないものとするのではなく丁寧に触れ
つつ、それを表現することにチャレンジ
する時間、時に話しわかち合う時間を設
けるという特徴的な時間がありました。
その時間を通じて、いろんな思いがある
のは自分だけではない、いろんな気持ち
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り、出来上がった作品は共有した体験と
しての思い出となります。家に持ち帰っ
て机に飾るということもあるでしょう。
グリーフキャンプは子どもたちの死
別・喪失後の日常生活に新しい風を吹き
込む潜在能力があると思います。それは
同じ体験をした仲間との出会い、安心安
全の中でのチャレンジ空間、自分のグ
リーフに丁寧に触れる時間、そして寄り
添う大人たちの存在を感じるということ
です。そしてグリーフキャンプのその潜
在能力は、子どもたちがそれぞれに持つ
潜在能力を開花させるきっかけを子ども
たちがつかむ可能性を秘めていると感じ
ています。

小さな身体のけがは、子どもにもとも
と備わっている免疫力によって時間とと
もに自然に回復していきます。こころの
傷つき体験も同様です。回復の仕方はひ
とり一人の子どもによってことなりま
す。また、こころの傷が大きい場合や、
傷が深い場合は、自然な見守りだけでは
回復が難しいことがあります。それだけ
に子どもの傷つきに適切に対応すること
は、将来の心身の健康増進の観点から非
常に重要なことです。
さまざまな災害や事故、大切な人を亡
くすなどの体験をして子どもたちの多く
は、自分の力ではどうしようもない状況
を目の前にして、こころの発達に傷つき
を起こします。こうした傷つきは、子ど
もたちのこころに大きな無力感や孤立感
を植えつけ、子どもたちの成長発達に必
要な安心安全の感覚、自己肯定感、自己
効力感などにネガティブな影響を与えま
す。これらは人が人として社会の中で主
体的に生きていくために大切なちからで
す。そのため、傷つきからの回復は、ま
ずはこれらを回復することを大切にしま
す。
キャンプは遊びと生活で構成された基
本的に楽しい活動です。子どもらしく、
のびのびと楽しむことが何よりも優先さ
れると思います。信頼できる大人に見守
られながら、安心できることでそのよう
な子どもらしさを取り戻すことができる
のではないかと思います。自己肯定感（自
信を持って取り組む力）や自己効力感
（自分はできる、やれているという感覚）
を養うためにはキャンプは最適な場所で
す。新しい体験や魅力的な体験が多く用
意されています。一人ではできそうにな
いことも仲間がいることで達成すること

ができます。また、集団の中でそれぞれ
に自分の役割があり、役に立っていると
いう感覚を感じることができます。
また、私はキャンプにはある程度の自
由も必要だと感じています。集団生活で
すので、基本的にはルールがあり、それ
を守ることは必要です。ここで言う自由
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しないかも含めて）、どのように活動に
参加するかを自分で決めることなのかと
思います。そのように自由な雰囲気の中
で主体性を持って参加することが意味あ
ることなのではないかと感じます。
今回のキャンプに参加させていただき
感じたこととしては、「子どもとの関係
作り、スタッフが子どもを知ることにと
ても時間をかけるなあ」ということで
す。心理学ではアセスメントという考え
方があります。これはまずその人を知り、
その人にあった支援を提供するために必
須とされているものです。私たち心理士
はアセスメントを行う上で対話や心理検
査などのツールを使います。キャンプス
タッフは子どもたちとの関わりの中で、
遊びや活動を通して子どもたちの理解を
深めていることが見て取れました。そう
して子どもを知ることで、その子にあっ
た遊びや活動、支援を提供することを大
切にされているのが分かりました。こう
いった取り組みは、準備されたプログラ
ムに子どもたちの参加を促すよりも多く
の手間と労力がかかります。よいものや
正しいものを提供することよりも、子ど
もたちそれぞれに今必要な資源を提供で
きることが大切にされるべきなのではな
いかと思います。
参加されていた子どもの中には、周り
に被災をしている子がおらず、自分だけ
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の経験として抱え込んでしまい、孤立感
を強めてしまっている子もいました。今
回のキャンプを通して、彼は自ら自分の
経験を語ることを望みました。もちろん
スタッフは彼が話しやすい雰囲気や場面
をお膳立てはしましたが、彼自身が自分
の経験を語ることを主体的に選択しまし
た。友達も彼の話に耳を傾け、自分も同
じように思ったし、感じていたことが
あったと彼に伝えてくれました。彼に
とっては、自分だけが抱えていると思っ
ていた悩みを離れた場所にいる他の子ど
もも「同じように抱えているんだ」と知
れただけでも、孤立感が和らいだことで
しょう。一方で彼は年少の子から慕われ、
頼りにされる役割をキャンプの中で得る
ことができていました。その経験は彼の
自己肯定感や自己効力感を回復させる大
きな力となったように感じました。

キャンプは非日常の場面でありながら
も、求められることは生活のことであっ
たり、友達との人付き合いであったり、
日常生活に必要なことが求められるとい
うおもしろい側面があります。また、長
い時間をスタッフや仲間と共に過ごす時
間は非常に濃密な時間となり、普段以上
の人とのつながりを経験することができ
ます。人が成長発達するためには他者は
欠かせない存在であり、多くの豊かな経
験を得ることができます。そのような経
験は安心安全を提供するスタッフの事前
の努力と、綿密な関わりによってなされ
ているのだと思います。今回のキャンプ
に参加して、キャンプという空間やそれ
に関わる人たちが、子どもたちを成長さ
せ、回復させているのだろうと強く感じ
ました。

4回目から6回目までのキャンプディ
レクターを担当させていただきました。
このキャンプでは、参加者の安心・安全
のために24時間スタッフが共に過ごす
こととし、キャンププログラムは自然生
活体験をベースに、日中と夜間に（可能
な限り参加者に合わせた）選択プログラ
ムを組み入れたごくごくシンプルなもの
としました。参加者は、毎日ご飯を作り、
好きな活動（もしくは好きなスタッフ）
を選び、好きな場所・方法（テント、ビ
バークなど）で寝ます。
グリーフキャンプ普及の観点から、各
回ごと、①これまで通りグリーフケアの
専門家によるプログラムがあるキャン
プ、②県内の臨床心理士と共同でグリー
フケアを行うキャンプ、③通常の組織
キャンプとして実施しました。（①では
グリーフケア・プログラムを参加者全員
に対して、②では希望があった男子の参
加者のみに行いました。）
3回のキャンプを通して普及のための
課題が見えてきたように思います。
①は、グリーフケアとキャンプの専門
家が協力しお互いの役割をこなしていく
という、とてもわかりやすく安全なキャ
ンプだと感じました。新しいキャンプの
形としてインパクトがあり、海外での実
績からも、みなさんがグリーフケアに目
を向けるきっかけになると思います。し
かし、全国的にグリーフケアの専門家が
少ない現状では同じ形式でのキャンプを
普及させるのは難しいかもしれません。
②の地域の臨床心理士との共同は、今
この子に何が起きているのか、また、こ
の子に必要な支援は何かといったキャン
プ中に必ず直面する疑問を一緒に解決し
ていける安心感がありました。関わって

いただく方の専門領域やプログラムに対
する考え方など、事前のミーティングを
綿密に行う必要がありますが、こうした
共同はキャンプの質を高めていくため
に、とても大切なことだと思います。今
回は、精神科病棟に入院している子ども
たちの森林療法を一緒に行っていた心理
士さんにお願いしたため、スムーズな連
携を図ることができました。
③が当然ながら一番普及しやすいと考
えられます。普通に組織キャンプを行う
ことがグリーフケアにつながるのか？と
いう議論は、繰り返し実行委員会でも検
討されました。私の個人的な経験になる
のですが、今現在、不登校児、障害児、
社会的養護の当事者など支援が必要な子
どもたちに対して、教科書通り（キャン
プディレクター必携を参照）の組織キャ
ンプを継続的に実施しています。そこに
関わっていただいている医療・福祉・教
育の専門家が、口を揃えて「キャンプで
しかできない体験をさせてあげることが
重要だ」といいます。キャンプでしかで
きない体験が、子どもたちの心を癒した
り、支えになったりする可能性は十分に
あるのではないでしょうか。 
今回、どのキャンプにおいても、キャ
ンプスタッフは常に参加者と行動を共に
し、一緒にキャンプを楽しむ役割に徹し
ていましたが、野外調理やハイキングの
最中、寝袋に入って寝るまでの間などに、
自分の喪失体験や被災体験を語りはじめ
ることが多々ありました。スタッフとの
関係がそうさせたのか、キャンプという
環境がそうさせたのかわかりませんが、
グリーフキャンプのスタッフは、最低限、
子どもの語りに対する対応を学んでおく
必要があると思いました。
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の人とのつながりを経験することができ
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欠かせない存在であり、多くの豊かな経
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③が当然ながら一番普及しやすいと考
えられます。普通に組織キャンプを行う
ことがグリーフケアにつながるのか？と
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プディレクター必携を参照）の組織キャ
ンプを継続的に実施しています。そこに
関わっていただいている医療・福祉・教
育の専門家が、口を揃えて「キャンプで
しかできない体験をさせてあげることが
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きない体験が、子どもたちの心を癒した
り、支えになったりする可能性は十分に
あるのではないでしょうか。 
今回、どのキャンプにおいても、キャ
ンプスタッフは常に参加者と行動を共に
し、一緒にキャンプを楽しむ役割に徹し
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最中、寝袋に入って寝るまでの間などに、
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グリーフキャンプを進めるにあたり、組織委員会、
実行委員会ではキャンプの在り方や体制などに
ついての検討をおこないながら、キャンプを実施
してきました。
会議の開催記録や、各キャンプの募集要項、
ニュースレターを参考にまとめます。
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今回の一連のグリーフキャンプが参加
した子どもたちにとってどんな意味を
持っていたのか？が検討される中で、今
後のグリーフキャンプの方向性が定まっ
てくると思います。何か課題がある時に、
それに対応した新しいことを取り入れる
のも一つの解決方法でしょう。しかし、
これまで良いとされてきた組織キャンプ
の方法論やキャンプカウンセリングが、

グリーフケアにも有効である可能性があ
るということもあわせて示していくこと
も大切だと思います。
最後に、限られた時間の中で献身的に
協力いただいた、西田さんをはじめとす
るグリーフサポートステーションのみな
さん、臨床心理士の高井さん、実行委員、
キャンプ協会事務局のみなさん、どうも
ありがとうございました。
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実行委員会
　吉田 　大郞 │ 静岡県立朝霧野外活動センター 所長
　太田 　正義 │ 常葉大学 教育学部心理教育学科 講師
　坂本 　昭裕 │ 筑波大学 体育系 教授
　長谷川 　孝 │ 一般社団法人宮城県キャンプ協会 会長
　福田 　年之 │ 社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団 事業部長
　山根 　一毅 │ 公益財団法人日本YMCA同盟 協力部門国際担当 主任主事
※ 星野 　敏男 │ 明治大学 経営学部公共経営学科 教授（のちに組織委員となる）

◉第1回 グリーフキャンプ実行委員会　　※場所はいずれも国立オリンピック記念青少年総合センター
日　　時： 平成25 年10 月29 日（火）　18：00～ 20：20
出 席 者： 吉田 大郎、太田 正義、坂本 昭裕、長谷川 孝、福田 年之、山根 一毅
主な議題：運営体制について、委員会が担う役割の確認、これまでのキャンプ報告・収支報告、3月のキャ

ンプ実施について

◉第2回 グリーフキャンプ実行委員会
日　　時：平成26 年2 月18 日（火）　18：00～ 21：00
出 席 者： 吉田 大郎、太田 正義、長谷川 孝、福田 年之、星野 敏男、山根 一毅
主な議題：組織委員会の報告、3月のキャンプ実施について（進捗状況報告、内容・スケジュール確認、評

価方法について）、年間のキャンプ計画について（日程、場所、対象者、募集先）

◉第3回 グリーフキャンプ実行委員会
日　　時：平成26 年3 月17 日（月）　18：00～ 20：50
出 席 者：吉田 大郎、太田 正義、長谷川 孝、福田 年之、星野 敏男、山根 一毅
主な議題：3月のキャンプ実施について（進捗状況報告）、グリーフキャンプの意義・目的について、キャ

ンプの対象者、募集先について

◉第4回 グリーフキャンプ実行委員会
日　　時：平成26 年5 月28 日（水）　18：00～ 20：05
出 席 者：吉田 大郎、太田 正義、坂本 昭裕、長谷川 孝、福田 年之
参 席 者：星野 敏男
主な議題：3月のキャンプ実施報告・収支報告、9月のキャンプ実施について

◉第5回 グリーフキャンプ実行委員会
日　　時：平成26 年7 月28 日（月）　18：00～ 20：05
出 席 者：吉田 大郎、太田 正義、坂本 昭裕、長谷川 孝、福田 年之
参 席 者：星野 敏男
主な議題：9月のキャンプ実施について（進捗状況、体制、プログラム）

運営体制

組織委員会
グリーフキャンプの枠組みを検討し、実行委員会の作成した個別のキャンプ計画を承認する。構成員
は共同で実施している三団体の代表者3名。

立案 承認

実行委員会
グリーフキャンプの具体的な計画を立てて、運営に携わる。構成員はグリーフとキャンプを理解し、
実際のキャンプの運営に関われる6名。キャンプの実施にあたっては、スーパーバイザーとも連携。

事務局

組織委員会
　大井屋 健治 │ 社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団 事務局長
　神﨑 　清一 │ 公益財団法人日本YMCA 同盟 ウエルネス担当総主事
　星野 　敏男 │ 公益社団法人日本キャンプ協会 会長
※ 石田 　易司 │ 公益社団法人日本キャンプ協会 前会長 注）※の方は旧委員

◉第1回 グリーフキャンプ組織委員会　　※場所はいずれも国立オリンピック記念青少年総合センター
日　　時：平成26 年1 月15 日（水）　18：30～ 20：10
出 席 者：大井屋 健治、神﨑 清一、※石田 易司
主な議題：これまでの事業報告・収支報告、今後の体制について、3月のキャンプ実施（案）について

◉第2回 グリーフキャンプ組織委員会
日　　時：平成26年6月26日（木）　18：30～ 19：00
出 席 者：大井屋 健治、神﨑 清一、※石田 易司、星野 敏男
主な議題：委員交代について、3月のキャンプ実施報告・収支報告、9月のキャンプ実施（案）について

◉第3回 グリーフキャンプ組織委員会
日　　時：平成26 年12 月11 日（木）　18：30～ 19：10
出 席 者：大井屋 健治、神﨑 清一、星野 敏男
主な議題：9月のキャンプ実施報告・収支報告、3月のキャンプ実施（案）について、今後について

◉第4回 グリーフキャンプ組織委員会
日　　時：平成27 年1 月23 日（金）　18：30～ 19：10
出 席 者：大井屋 健治、神﨑 清一、星野 敏男
主な議題：3月のキャンプ実施報告（進捗状況）、今後について

◉第5回 グリーフキャンプ組織委員会
日　　時：平成28 年3 月25 日（金）　15：00～ 15：40
出 席 者：大井屋 健治、神﨑 清一、星野 敏男
主な議題：これまでの事業報告・収支報告
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実行委員会
　吉田 　大郞 │ 静岡県立朝霧野外活動センター 所長
　太田 　正義 │ 常葉大学 教育学部心理教育学科 講師
　坂本 　昭裕 │ 筑波大学 体育系 教授
　長谷川 　孝 │ 一般社団法人宮城県キャンプ協会 会長
　福田 　年之 │ 社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団 事業部長
　山根 　一毅 │ 公益財団法人日本YMCA同盟 協力部門国際担当 主任主事
※ 星野 　敏男 │ 明治大学 経営学部公共経営学科 教授（のちに組織委員となる）

◉第1回 グリーフキャンプ実行委員会　　※場所はいずれも国立オリンピック記念青少年総合センター
日　　時： 平成25 年10 月29 日（火）　18：00～ 20：20
出 席 者： 吉田 大郎、太田 正義、坂本 昭裕、長谷川 孝、福田 年之、山根 一毅
主な議題：運営体制について、委員会が担う役割の確認、これまでのキャンプ報告・収支報告、3月のキャ

ンプ実施について

◉第2回 グリーフキャンプ実行委員会
日　　時：平成26 年2 月18 日（火）　18：00～ 21：00
出 席 者： 吉田 大郎、太田 正義、長谷川 孝、福田 年之、星野 敏男、山根 一毅
主な議題：組織委員会の報告、3月のキャンプ実施について（進捗状況報告、内容・スケジュール確認、評

価方法について）、年間のキャンプ計画について（日程、場所、対象者、募集先）

◉第3回 グリーフキャンプ実行委員会
日　　時：平成26 年3 月17 日（月）　18：00～ 20：50
出 席 者：吉田 大郎、太田 正義、長谷川 孝、福田 年之、星野 敏男、山根 一毅
主な議題：3月のキャンプ実施について（進捗状況報告）、グリーフキャンプの意義・目的について、キャ

ンプの対象者、募集先について

◉第4回 グリーフキャンプ実行委員会
日　　時：平成26 年5 月28 日（水）　18：00～ 20：05
出 席 者：吉田 大郎、太田 正義、坂本 昭裕、長谷川 孝、福田 年之
参 席 者：星野 敏男
主な議題：3月のキャンプ実施報告・収支報告、9月のキャンプ実施について

◉第5回 グリーフキャンプ実行委員会
日　　時：平成26 年7 月28 日（月）　18：00～ 20：05
出 席 者：吉田 大郎、太田 正義、坂本 昭裕、長谷川 孝、福田 年之
参 席 者：星野 敏男
主な議題：9月のキャンプ実施について（進捗状況、体制、プログラム）

運営体制

組織委員会
グリーフキャンプの枠組みを検討し、実行委員会の作成した個別のキャンプ計画を承認する。構成員
は共同で実施している三団体の代表者3名。

立案 承認

実行委員会
グリーフキャンプの具体的な計画を立てて、運営に携わる。構成員はグリーフとキャンプを理解し、
実際のキャンプの運営に関われる6名。キャンプの実施にあたっては、スーパーバイザーとも連携。

事務局

組織委員会
　大井屋 健治 │ 社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団 事務局長
　神﨑 　清一 │ 公益財団法人日本YMCA 同盟 ウエルネス担当総主事
　星野 　敏男 │ 公益社団法人日本キャンプ協会 会長
※ 石田 　易司 │ 公益社団法人日本キャンプ協会 前会長 注）※の方は旧委員

◉第1回 グリーフキャンプ組織委員会　　※場所はいずれも国立オリンピック記念青少年総合センター
日　　時：平成26 年1 月15 日（水）　18：30～ 20：10
出 席 者：大井屋 健治、神﨑 清一、※石田 易司
主な議題：これまでの事業報告・収支報告、今後の体制について、3月のキャンプ実施（案）について

◉第2回 グリーフキャンプ組織委員会
日　　時：平成26年6月26日（木）　18：30～ 19：00
出 席 者：大井屋 健治、神﨑 清一、※石田 易司、星野 敏男
主な議題：委員交代について、3月のキャンプ実施報告・収支報告、9月のキャンプ実施（案）について

◉第3回 グリーフキャンプ組織委員会
日　　時：平成26 年12 月11 日（木）　18：30～ 19：10
出 席 者：大井屋 健治、神﨑 清一、星野 敏男
主な議題：9月のキャンプ実施報告・収支報告、3月のキャンプ実施（案）について、今後について

◉第4回 グリーフキャンプ組織委員会
日　　時：平成27 年1 月23 日（金）　18：30～ 19：10
出 席 者：大井屋 健治、神﨑 清一、星野 敏男
主な議題：3月のキャンプ実施報告（進捗状況）、今後について

◉第5回 グリーフキャンプ組織委員会
日　　時：平成28 年3 月25 日（金）　15：00～ 15：40
出 席 者：大井屋 健治、神﨑 清一、星野 敏男
主な議題：これまでの事業報告・収支報告
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◉第6回 グリーフキャンプ実行委員会
日　　時：平成27 年4 月16 日（木）　18：30～ 20：20
出 席 者：吉田 大郎、太田 正義、長谷川 孝、福田 年之、山根 一毅
参 席 者：星野 敏男
主な議題：9月のキャンプ実施報告、収支報告、3月のキャンプ実施について

◉第7回 グリーフキャンプ実行委員会
日　　時：平成26 年10 月2 日（木）　18：30～ 20：20
出 席 者：吉田 大郎、太田 正義、長谷川 孝
参 席 者：星野 敏男
主な議題：3月のキャンプ実施報告・収支報告、組織委員会での決定事項の報告、リユニオン実施について、

報告書作成について

グリーフキャンプの意義と目的

グリーフキャンプの「目的」
東日本大震災で大切な人を失くした子どもが、その喪失を現実におこったこととして受け止め、それを受け入れる

ことができるようになるプロセスに、キャンプの立場で寄り添い見守る。

グリーフキャンプの「意義」
・同じような喪失体験をした子どもたちが、ピアとして集まることができる。

・グリーフを抱えた子どもたちに、安心、安全な環境を提供する。

・（東日本大震災で）死別を体験した子どもに、キャンプを通じてグリーフサポートを行う。

・精神科医や心理職による専門家との協働により、非日常の立場でサポートの場をつくる。

・グリーフの正しい理解を広める。

・グリーフキャンプのスタンダードをつくり、普及する。

・グリーフを正しく理解し、サポートを行う市民を育てる。

・グリーフの意味とグリーフサポートの重要性を社会に啓発する。

・今後、東日本大震災のような大きな自然災害や、大きな事故災害、事件などが発生したときに、グリーフの視点

で子ども（人）に対する支援を行う素地をつくる。

・大規模災害や事故だけでなく、交通事故による死や病死、自死などによる喪失、さらには児童虐待などによる

社会的養護にある子どもの喪失など、社会にいる多くのグリーフサポートを必要とする子どもに対するキャンプの

可能性、有効性を示す。

・これらについて社会的なプラットフォームの一部を形成することに、公益社団法人として実践を通じて寄与し、

社会的責任を果たす。

・「グリーフキャンプ」の実践により社会的プレゼンスを形成する。

■第3回会議資料「グリーフキャンプの意義と目的」 ※実行委員 福田年之氏の原案をもとに委員会で修正しました。

SKY CAMPあさぎり2014春 ■ 募集要項・ニュースレター
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2014.4.1─2016.3.31│グリーフキャンプ報告書

本報告書で紹介するグリーフキャンプは三団体の共同事業として実施しました。
実施にあたっては、朝日新聞厚生文化事業団に寄せられた東日本大震災救援募金を活用させていただき、
本報告書の作成も同基金を用いて作成されています。
またこれまでを通して、国内外のキャンプ関係者、企業、個人からも物心両面から協力をいただきました。
みなさまより多大な協力をいただきましたことに感謝いたします。

■　共同団体
公益社団法人日本キャンプ協会
公益財団法人日本YMCA同盟
社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団

■　協賛
株式会社ロゴスコーポレーション
高島株式会社

■　協力
静岡県立朝霧野外活動センター NPO法人子どもの体験活動サポートセンター
NPO法人子どもグリーフサポートステーション 一般社団法人宮城県キャンプ協会
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ 神戸YMCA余島野外活動センター
International Camping Fellowship Camp Fire USA First Texas Council
中華民國露營休閒車協會 行政院農業委員會林務局
國立臺灣師範大學 東眼山自然教育センター （順不同）
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─ │グリーフキャンプ報告書

本報告書で紹介するグリーフキャンプは三団体の共同事業として実施しました。
実施にあたっては、朝日新聞厚生文化事業団に寄せられた東日本大震災救援募金を活用させていただき、
本報告書の作成も同基金を用いて作成されています。
またこれまでを通して、国内外のキャンプ関係者、企業、個人からも物心両面から協力をいただきました。
みなさまより多大な協力をいただきましたことに感謝いたします。

■　共同団体
公益社団法人日本キャンプ協会
公益財団法人日本YMCA同盟
社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団

■　協賛
株式会社ロゴスコーポレーション
高島株式会社

■　協力
静岡県立朝霧野外活動センター NPO法人子どもの体験活動サポートセンター
NPO法人子どもグリーフサポートステーション 一般社団法人宮城県キャンプ協会
富士山YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ 神戸YMCA余島野外活動センター
International Camping Fellowship Camp Fire USA First Texas Council
中華民國露營休閒車協會 行政院農業委員會林務局
國立臺灣師範大學 東眼山自然教育センター （順不同）
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─
グリーフキャンプ報告書

この報告書は、朝日新聞厚生文化事業団に寄せられた東日本大震災救援募金で作成されています。


